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１．はじめに  

 鉄道や道路直下を小土被りで非開削掘削する場合，地表面の変状や切羽の不安定化など，地盤への影響リス

クを低減・回避するため，非開削掘削に先立って地盤を補強する長尺先受け工法（ジオフレックスビーム工法）

を開発した．本報では，既報１）に引き続き，補強体に熱可塑性材料を使用した際の施工性等の確認を行った

のでこの結果について報告する． 

２．工法の概要  

 本工法は，小土被りでの非開削掘削に先立ち，自在ボーリン

グにより地盤を削孔し，袋体にグラウトを充填した梁状の補強

体を造成することによって，掘削に伴う地表面変位や陥没を防

止する技術である(図-1 参照)．試験施工のステップを図-2 に示

す．施工は自在ボーリングを用いて地表面から地盤を削孔し，

地盤中に塩化ビニル樹脂製の袋体とグラウトからなる梁状の補

強体を造成する．補強体の径は約φ150mm～φ200mm で，長さは

最大 50m 程度まで施工可能である．本試験施工の特徴は，袋体

に熱可塑性材料を使用しており，袋体の形状を保持しながら地

盤中に引込むことで，施工時の地盤変状を抑制する施工方式で

ある． 

３．試験施工の概要  

 試験施工概要を図-3 に示す．試験は 3ケースを行い，地表面

に与える影響，出来形，および施工性について確認を行った．

試験施工を実施した地盤は，N 値 2～5 の関東ローム層である． 

・ Case1：一部バラストを混合した地盤（C-40 混合率 20％） 

     を通過して補強体の構築を行う．盛土区間を造 

成して変位計測を行う．施工深度は 1.0m である． 

・ Case2：施工深度 1.5m で補強体を構築し，変位計測を行う． 

・ Case3：施工深度 2.0m で補強体を構築し，変位計測を行う． 
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図-1 長尺先受け工の概要図 
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図-2 施工手順 
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図-3 試験施工概要（Case1） 
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４．試験施工の結果  

（1）施工時の地表面変位：図-4 に施工時の地表面変位と施工フ

ローの関係を示す．一連の施工フローにおいて，計測点 1～5い

ずれの計測結果も引込時に最も変位が発生し，施工深度が浅い

場合，保径体の引込みにより隆起を示す結果となった．また，

注入に伴う地表面の変状は小さく，硬化した袋体に注入する効

果が確認できた．図-5 が示す地表面変位と施工深度の関係から，

保径タイプの袋体では施工深度が1.5m以上の場合，変位量は1mm

以下となり，この結果から施工位置が深くなると地表面への影

響は劇的に小さくなる傾向を示している． 

（2）出来形確認：図-6，写真-2 に施工後の補強体の試掘結果を

示す．補強体はグラウト材で隙間なく充填されており，計測位

置全線にわたり，補強体径 150mm 程度の直径を確保しているこ

とから，熱可塑性材料を用いた袋体の使用により，確実に地盤

で造成されたことが確認できた． 

５．まとめ 

 既報 1)に引き続き，熱可塑性材料を用いた袋体を使用して試験

施工を行い，地表面に与える影響，出来形，施工性を調査した．

その結果，施工位置が深くなるにつれて変位量は小さくなり，

小土被りでの非開削掘削工事において 1.5m以上の施工深度であ

れば，周辺地盤に大きな影響を与えることなく地盤を補強する

先受け効果を期待できる結果となった．今後は，実用化に向け

てさらに開発を進める予定である． 
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図-6 補強体径の計測結果（Case1） 

図-5 施工深度と変位量の関係 
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写真-2 補強体径計測(Case1,L=5m 付近) 
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写真-1 袋体の外観 
(左:一部不透水タイプ 右:保径タイプ) 
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図-4 地表面変位と施工フローの関係（Case1） 
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